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センターでは発注者からのたくさんの要望に応え
るため、またセンター事業の基本となる「自主・自
立・共同・共助」の精神での就業と、「共同・共助」
を基本とした会員の連帯意識と親睦を基調とした安全
な作業遂行を促進するために可能な限り、各職種ごと
に職域班を組織しています。

職域班は就業を行う上での核となるものであり、各
職域班には職域班長が存在し、就業において職域班長
がセンター事務局、発注者とその班の会員とのパイプ
役となっています。

☆障子、ふすま、網戸張り替え班

サービス群職種として現在２名で就業を行っていま
す。夏は、網戸の張り替えが多く、秋冬はそれがふす
まや障子に変わります。年々仕事が増えています。発
注者の希望に合わせて仕事をすることに工夫を置いて
います。 近お勤めの発注者が多く、土・日曜日や夜
遅くに来てほしいという仕事が増えました。

センター職域班の紹介

　　こんな仕事しています

ふすま張り替え

障子張り替え

広報誌アンケート結果報告

　　前号の広報誌配布時にお願いしたアンケートの結果報告です。
　今後の広報誌発行等の参考にさせていただきます。　ご協力ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報部会　羽場三喜男

　広報誌に関する問い合わせ内容 結果に対するまとめと方針

A  『シルバーせいか』が届くのを楽しみにしており全部目を通す。 49 %

B  『シルバーせいか』が届いたら興味のある所は読む。 48 %

C  『シルバーせいか』は興味がないのでほとんど読まない。 3 %

A 発行頻度は今のまま(3ｹ月に一回)が丁度良い。 75 %

B 発行頻度をもっと増やしてほしい(1～2ｹ月に一回)。 15 %

C 発行頻度は(6ｹ月に一回に)減らしても良い。 10 %

A 内容は事務局からの情報発信のみでよい。 6 %

B 内容は会員の活動状況をもっと掲載してほしい。 49 %

C 内容は現在のままが見やすくてよい。 45 %

A 印刷は現行の一部カラーで見やすい。 75 %

B 印刷は白黒の方がシンプルで見やすい。 21 %

C 印刷は全部カラーにしてほしい。 4 %

A 原稿提供について依頼されればいつでも協力をします。 32 %

B 原稿提供については仕事もいそがしく、出来れば断りたい。 44 %

C 原稿提供はしたくない。 24 %

　インターネットに関する問い合わせ内容 結果に対するまとめと方針

A インターネットはすでに使っている。 37 %

B インターネットは使いたいが方法がわからない。 30 %

C インターネットは使う予定はない。 34 %

A シルバーのホームページはもっと早く開設すべきだ。 9 %

B シルバーのホームページが出来れば活用したい。 54 %

C シルバーのホームページが出来てもあまり興味がない。 38 %
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贅沢（全部カラー）しなくても、見栄えより内容に期待ということで
すね。

「いつでも協力」という方が３割、無理をしない範囲で広く原稿をお
願いするようにしたいです。

多くの方は「使いたい」との前向きなお考え、「使い方がわからな
い」という方はご相談ください。

 半数以上の方が「活用したい」　とのご意見、機能向上をめざし
ます。一方「ネットのおしつけはダメ」との声も尊重していきます。

多くの方に目を通していただいているとのこと、編集者としては励
みになります。さらに改善をめざします。

数字から見て今のところ　3ケ月に一回のペースが好ましい。

「会員の活動状況」の掲載をふやしてほしいというご意見が約半
分、編集者も同感ですので、その方向でがんばります。
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